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近年、スマートフォン等の普及、動画像伝送等の利用拡大により移動通信トラヒックが急増して

います。さらに今後、IoT、自動運転、ロボット等の無線を使ったネットワーク接続が急速に進む

ことが見込まれ、電波利用のニーズが質的・量的に飛躍的に拡大すると予想されています。このよ

うなことからますます周波数の有効活用に対する方策が求められてきています。 
総務省では、有限かつ希少な電波資源の有効利用を促進するとともに、新たな電波利用システム

の導入や周波数の需要増に対応するため、毎年度、電波利用状況の調査・評価を行っており、この

評価結果に基づき、2004 年 8 月に周波数再編アクションプランを策定・公表し、以後、毎年見直

し・公表しています。 
本年 2018 年 8 月に取りまとめられ公表された「電波有効利用成長戦略懇談会」の報告など、こ

れまでに提言された方針や検討の経過等を踏まえ、今般、「周波数再編アクションプラン(平成 30
年 11 月改定版)」が公表されました。 
今回の電波利用懇話会では、総務省総合通信基盤局電波部電波政策課の宮澤周波数調整官をお迎

えして、「周波数再編アクションプラン(平成 30 年 11 月改定版)」についてご解説いただきます。 
ご関心をお持ちの皆様におかれましては、この機会に是非ご参加下さいますようご案内申し上げ

ます。 
 

記 
1 日 時：平成 30 年 12 月 13 日（木）午前 10 時 30 から 12 時まで 
2 場 所：一般社団法人電波産業会 会議室 
  東京都千代田区霞が関一丁目 4 番 1 号 日土地ビル 11 階 
3 主 催：一般社団法人電波産業会（ARIB） 
4 題 名：「周波数再編アクションプラン（平成 30 年 11 月改定版）の策定について」 
5 講 師：総務省総合通信基盤局電波部電波政策課 
   周波数調整官 宮澤 茂樹 様 
6 参 加 者：70 名程度（定員になり次第締め切らせていただきます。） 
7 申 込 先：当会ホームページの講演会等開催案内よりお申込ください。 
   (https://www.arib.or.jp/osirase/seminar/index.html) 
8 参 加 費：ARIB 正会員及び賛助会員は無料、非会員は 5,000 円 

No.1149 2018 年 12 月 3 日 

第 164 回電波利用懇話会のお知らせ 
「周波数再編アクションプラン（平成 30 年 11 月改定版）の策定について」 
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9 問合せ先：一般社団法人電波産業会 企画国際部 電波利用懇話会事務局 小田島まで 
  TEL: 03-5510-8592 E-mail: arib-seminar2018@arib.or.jp 

 
 
 

12月1日から、当会は、照会相談業務の一環として、3.5GHz帯における携帯電話基地局と衛星

地球局間の周波数共用検討（混信計算）に関する業務を行うことになりました。 
本業務は、総務省の電波政策2020懇談会において、従来の免許人相互の個別の事前調整に替え

て、第三者機関による共用可能性の確認が有効との提言を踏まえて実施するものです。 
 

 
 

問合せ先：利用促進部 土肥、山口 
TEL:03-5510-8591 

Email：3p-kyoyo @arib.or.jp 
 

  
 
 
 
第 269 回技術委員会を開催しました。 
 
1 日時： 平成 30 年 11 月 28 日（水） 午後 3 時 30 分から 5 時まで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：総務省「3.4～3.6GHz帯における周波数の有効利用のための技術検討に関する調査検討報告書」 

及び同報告書を参考に ARIBにおいて作成 
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第 269 回 技術委員会（放送分野）を開催 

照会相談業務における 3.5GHz 帯周波数の共用検討の開始 
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2 場所： 当会第 2 会議室 
3 議題  

(1) 第109回規格会議の結果について 
(2) 「CEATEC JAPAN 2018」ARIBの出展報告 
(3) Inter BEE 2018におけるARIB/DiBEGブース出展について 
(4) 各社からのトピックス 
(5) その他 

 
 

 
 
12 月 4 日（火）：第 163 回電波利用懇話会 
      
      

 

12 月 3 日（月）～12 月 7 日（金）：oneM2M TP #38（金沢） 
12 月 5 日（水）：oneM2M Industry Day （金沢） 
 
 
 
 
 
 
総務省では、VHF 帯（207.5MHz 以上 222MHz 以下の周波数に限る。以下同じ。）に関し、平

成28年6月に当該周波数帯を利用した移動受信用地上基幹放送のサービスが終了したことを受け、

平成 29 年 11 月 22 日(水)から平成 30 年 2 月 28 日(水)までの間、移動受信用 地上基幹放送に係

る参入希望調査及びVHF 帯での利用を計画する具体的システムの提案募集を実施した結果、8 件

の提案がありました。 
これに関し、総務省は、平成 30 年 11 月 19 日（月）に開催された「放送用周波数の活用方策

に関する検討分科会」を踏まえ、提案者からヒアリングを行うとともに、VHF 帯での利用を計画

する具体的システムについて、2 回目の提案募集を平成 30 年 11 月 29 日(木)から平成 31 年 1 月

31 日(木)17 時までの期間実施しています。 
 
詳細については【平成 30 年 11 月 29 日の総務省報道資料】をご覧ください。 
 
 
 
 

 

 

〠100-0013 東京都千代田区霞が関一丁目4番1号 日土地ビル11階 
                TEL 03-5510-8590  FAX 03-3592-1103 
                https://www.arib.or.jp  E-mail arib_news@arib.or.jp 

今週の ARIB 内会合（12 月 3 日～12 月 7 日） 

今週の国際会合（12 月 3 日～12 月 7 日） 

VHF 帯（207.5～222MHz）の利用に係る提案募集（第 2 回）の実施 
【平成 30 年 11 月 29 日発表】 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu07_02000155.html

